
令 和 ８ 年 １ 月 の 行 事

日 曜 活 動 予 定

１ 木 年始休館日
２ 金 年始休館日
３ 土 年始休館日

４ 日
５ 月 休館日
６ 火 小中学校始業式

あいさつ声かけ運動

７ 水 福田南いかまい会⑲ 9:30

８ 木 いきいき百歳体操会 10:00
子育てサロン｢おひさま｣⑩ 10:00

９ 金

10 土 福田南福祉部会 9:30

11 日 二十歳の集い(成人式)11:00 かたりあ

12 月 休館日(成人の日)
13 火 休館日(振替) 自治連合会理事会⑤ 13:30

14 水

15 木 いきいき百歳体操会 10:00

16 金

17 土 わくわくホリデー(ジャンボかるた)申込

18 日 講座:テンセグリティー作り 9:30
福田南防災部会 18:00

19 月 休館日
20 火 転車マナー向上指導強化の日③ 7:40

地域づくり協議会･連絡会･理事⑩ 19:00

21 水 福田南いかまい会⑳ 9:30

22 木 いきいき百歳体操会 10:00

23 金

24 土

25 日 わくわくホリデー(ジャンボかるた)9:30
お年玉映画鑑賞会 13:30

福田南安全安心部会⑥ 18:00

26 月 年末休館日
27 水

28 木 いきいき百歳体操会 10:00

29 木

30 金

31 土 福田南役員会⑩ 19:00
原子力防災訓練 10:30
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・・・ 自 ら で 感 染 予 防 策 を ・・・

R7.11.2
焦がし絵体験 福田南交流センター講座

焦がし絵の機械(小型のはんだごてのような道具)を利用して、
板の表面を濃淡付けながら焦がしていく作業です。

まず、好きな図柄を選び、カーボン紙を使い板に書き写しま
す。その後、こての先を板に付け、濃淡を付けながら焦がして
いきます。こて先の当て方によっていろいろな模様のように焦
げ、ゆっくり当てると濃くなるなどいろいろのテクニックが使
えます。
思いに合った表現が板の上に現れる醍醐味を感じていました。

ラダーゲッター・ボッチャ

R7.11.7

ラダーゲッターは球(両端にボール)を３段のラダー(ハシゴ状の
物)に投げて絡ませ得点を競う競技です。ボッチャはジャックボー
ル(目標の球)にいかに近づいたかによって得点を競う競技です。

講師の説明を聞いたり実際に投げたりして､競技の理解が出来た
り、あれこれと声をかけ合いながら投げたりして、慣れ
てくると上手くいくようです。楽しいひとときでした。

<慎重に板に焦げ目を付ける> <思い思いに濃淡を付けた完成品>

<ｼﾞｬｯｸﾎﾞｰﾙ(目標球)に向かって><得点の数え方><距離を測る>

<ﾗﾀﾞｰｺﾞｰﾙに向かって> <投げる球> <ﾗﾀﾞｰｺﾞｰﾙ)>

子育てサロン ⑧
R7.11.13

型押ししたり伸ばしたり丸めたりして粘土アート作りに
取り組みました。気に入った作品が完成したようでした。

活動の様子と作品
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。

福田南まちづくり協議会･健康文化部会主催の「交流ひろば」が盛大に開かれ､老若男女が交流を楽しみました。

R 7 . 1 2 . 7
福中体育館

自分事として取り組めたかな？ 防災部会

新任･再任された皆さんが、１２月１日から３
年間、活動をしてくださいます。 (敬称略)

鈴木 賢次 民生委員 ７番組１区～２区
鈴木 福代 民生委員 ７番組３区～５区
寺田 光 民生委員 １５番組・中島新町
寺田 源巳 民生委員 石田組
二橋 直美 主任児童委員 福田地区
内野 順子 主任児童委員 福田地区

8:30:各家庭:身の安全を守る･避難行動･持ち出す物の確認
8:50:各家庭で｢命を守る 3行動を行う
9:00:大津波警報のサイレン吹鳴･･･津波タワー等に避難
9:20;大津波警報解除･･･指定避難所への移動
9:35:指定避難所(福田中学校)での訓練･･･南地区全員

天候に恵まれた防災訓練になりました。大津波警報解除
の後、福田中学校(体育館等)に集まり、避難所利用者の受
け入れ訓練から順次進めていきました。それぞれのブース
で話を聞いたり体験したりしていました。お疲れ様でした。

<避難所利用者受付> <物資管理所> <非常用トイレ･目隠しポンチョ> <防災用品展示> <過去の災害写真> <要配慮者支援>

<要配慮者支援･トイレ(車椅子)> <居住区区割り･着替用ﾃﾝﾄ> <炊き出し･湯沸かし･アルファ米炊き出し> <消火訓練･筒先を持つ体験>


